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じいちゃんの想い ～ 繋ぐ私の夢 ～

京都府立農芸高等学校農産バイオ科 3年 咤：間力D針令

高校3年生になった私。進路に悩んでいたある日、母親から聞いた「じいちゃん、牛舎

たたもうと思ってんねんで..」という話。今の私には、どうしてもその言葉を聞き流すことは

できなかった。雷に打たれたかのような衝撃。今まで経験してきた点と点が、ひとつの線と

して繋がったかのような感覚だった。

じいちゃんは、京都亀岡の地で約120頭の和牛を飼養し、亀岡牛を生産する農家。しかし、

気付けばもう79歳。決して若いとは言えないその年齢に加え、昨年から続くガンの治療。

また、後継ぎもいない現状が、じいちゃんを苦し め悩ませていた。幼い頃、どんな日でも

毎日牛舎に通うじいちゃんを変人だと思っていた。動物は好きだったが、牛はデカくで怖くて

臭いし、どこか違うと思っていた。じいちゃんも牛も少し煙たい存在だったのだ。一緒に

住んでいたわけでもない。どこか遊びに行ったり、一緒にご飯を食べた記憶もほと んど

ないし、これといった思い出は特にない。それなのに、母親から聞いた話が頭から離れ

なかった。

現在私は、京都府立農芸高等学校に通い、畜産コ ースで主に乳牛の飼養管理や生態に

ついて学んでいる。幼い頃から抱いていた「 動物 が好き」という想いは、 農芸高校への

進学を後押しし、私に酪農と出会うきっかけをくれた。また、どうせ続かないと思って入部

した畜産部だったが、気付けば3年目。今では部長として、17人の仲間と共に、「365日の

徹底した飼養管理」をテ ー マに今日も牛の管理と搾乳を行う。目を閉じて考えてみると、

幼い頃の私には想像できなかったこの状況に、ふと笑みがこぼれた。部長になったのは

2年生の途中から。人見知りで、他人とコミュニケ ー ションを取ることが苦手だった私が、

チ ー ムのリ ー ダーとなったのだ。それは順調に進むはずもなく、意見の食い違いで衝突し、

思い悩むこともあった。すべてがイヤになって投げ出したいと思った日、泣き叫んだ日も

あった。それでも必死にもがいて毎日牛舎に通い、大好きな牛たちのために、必死で作業を

行った。牛舎で過ごした日々は、私自身を強く成長させてくれた。この牛舎には私の高校

生活のすべてが詰まっている。

畜産部に 入部した当初、私が想像していた酪農は、牛にエサをあげ、搾乳するだけの

単純なものだと思っていた。しかし、実際は全く違い、知れば知るほど魅力に溢れ、深い

ものだった。特に繁殖に興味を持った。分娩による新たな出会いにはぬくもりがあり、いつ

見ても感動した。家畜もひとつの命だった。しかし、ペ ットではない。生産性や利益を上げ

ていくため、出術や洵汰は当たり前。私は出前や不慮の事故による別れを何度も経験し、

たくさんの命の めぐりを見てき た。多くの命が 繋が って、ここにいる牛は今日もミルクを








